
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７１０

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

シベリア少数言語コーパス構築に向けた理論的・実践的ドキュメンテーション研究

A study of language documentation for establishing a corpus system of endangered
 languages in Siberia

８０３８６９１１研究者番号：

大矢　一志（Ohya, Kazushi）

鶴見大学・文学部・教授

研究期間：

２６３７０５１２

平成 年 月 日現在２９   ６ １３

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：言語ドキュメンテーションについて、シベリアの少数言語を対象としたフィールド調
査やデータ処理ソフトの開発といった実践的な面と、言語資料に相応しいデータ形式の研究やデータ変換につい
ての理論的な研究の、２つの側面を同時に実践する総合的な研究に取り組む。なお，この手法は人文情報学でそ
の効果が確認されている新しい学際研究のスタイルである．また、国内外の動向調査にあたり、理論や仕様の策
定にそれらを反映させ将来の実用的な活動にも配慮した基礎研究に取り組む。また同時に、言語ドキュメンテー
ションそのものの見直しにも取り組む。

研究成果の概要（英文）：This study is a synthetic research with practical and theoretical 
activities, which has been regarded as an ideal research style but hard to be implemented, but is 
now recognized as a new way of collaboration style in an academical community of Digital Humanities.
 As a practical activity, we engaged in fieldwork at Siberia, Russia, and implementing an 
experimental software for data conversion and sound data handling. As a theoretical activity, we 
sought an appropriate data format that ensures bi-directional reference between sound data and text 
data, and a way of data conversion. In addition to them, we scrutinized the format itself with 
information gathered from international conferences and activities of
international institutions, and checked a process of the language documentation itself.

研究分野：言語学 Digital Humanities
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１． 研究開始当初の背景 

 
本研究を申請した当時の背景として，当該時
点までに取り組んできた言語ドキュメンテ
ーションの研究(科研費課題番号 23240125)
から，言語ドキュメンテーションのアーカイ
ブ・レポジトリの多くが国際規格をベースに
提案されているが，その肝心の国際規格が言
語研究者の要求を十分に分析したものでは
なかったことが分かった．具体的には，公開
方法の検討はされてはいても，公開の対象と
なる言語データそのものの作成に関する研
究・分析は十分ではないことがわかった．そ
こで本研究では 
(1)危機言語のフィールド調査で得られた音
声データとそれを文字化したデータとの関
連付けの手法を探ること， 
(2)フィールド調査におけるデータの収集・記
録からその公開までをより簡易に行うこと
のできる環境を探ること， 
を大きな目的とした．具体的には，音声デー
タをテキストデータと連携をしたときの関
連性の保証方法と，言語データがフィールド
で記録される段階から，最終的に公開される
までの様子を分析し，そこから必要となるシ
ステムの仕様書案をまとめることを目標と
した． 
 

２． 研究の目的 

 
上記にある当初の背景から本研究を始めた
当初は，(1)音声データとテキストデータの関
連性の研究と，(2)データ作成手順を反映した
仕様書案の作成を研究目標としたが，後述す
るように，本研究の成果として，音声データ
とテキストデータの関連性をとるデータ書
式を策定し，それが国際学会で評価され，さ
らに試験的なソフトを開発しその実効性を
確認できたことにより，(1)の目標は一定レベ
ルの達成をみたことから，(2)の目標として掲
げたシステムの仕様書案を作るという，いわ
ばすぐにできることに取り組むのではなく，
長期的な基礎調査を視野に入れ、(2)の目標に
あるもう一つの研究ポイントである(3)「言語
ドキュメンテーションの工程そのものの観
察」に焦点を当て，その分析を新たな目標と
して，このプロジェクト期間内に追加設定を
した． 
 

３． 研究の方法 

 
上記の研究目標を達成するために，具体的に
は 7 つの活動に取り組んだ(申請書にある計
画上の手法ではなく，研究の進行に伴い修正
された上記の目標達成のための取り組み)． 
 
(1)言語ドキュメンテーション活動の実践， 
(2)言語資料向けデータフォーマットの動向
調査， 
 

(3)時間情報表現の書式の策定， 
(4)上記書式の実行可能性の検証， 
(5)データ交換/変換の仕組みの検討， 
(6)上記の実証的な検討を支援するツール開
発， 
(7)言語ドキュメンテーションの工程そのも
のの分析． 
 
４． 研究成果 
 
(1) 言語ドキュメンテーションの実践活動
は，研究分担者である長崎と小野が担当して
いる． 
長崎は，これまでのフィールド調査から得ら
れたコリマ・ユカギール語の民話などの原文
テキストを FLEx（ FieldWorks Language 
Explorer）に取り込んで形態素分析し，形態
情報，露訳，和訳の注釈付けを行った．また
セリクープ語ナリム方言に関しては，母語話
者への調査で得られた文例を FLEx に取り込
み，分析と注釈の付与を行った．またセリク
ープ語ナリム方言（ロシア連邦トムスク州）
のフィールド調査を行い，その母語話者と共
に，話者自身が母語で文を書く際の表記法に
ついて検討をかさね，いくつかのテキスト
（ロシア語訳を含む）のチェックを行った． 
 
小野は，これまでのフィールド調査から得ら
れたイテリメン語の言語データを FLEx のデ
ータとして作成し，さらに ELAN を使い音声
や映像による言語の一次資料からテキスト
を文字データとして起こし，音声とテキスト
データに時間情報を付与することで，言語資
料の価値を高めた．また，これまでに使用し
たフィールドノートを電子化し，その中から
言語データと関連情報を文字データとして
変換した．フィールド調査としては，ロシア
連邦カムチャツカ地方チギリ地区において
イテリメン語の調査にあたり，文法項目の調
査，母語話者によるテキストデータおよびロ
シア語訳を作成した．この調査で得られた音
声・映像データは，ELAN を使い文字データに
起こし，音声とテキストデータに時間情報を
付与することで，その言語資料の価値を高め，
また FLEx を使い形態素分析を行った． 
 
(2)動向調査については，DH2014, JCDL2014, 
TEI2014, ICLDC4, WWW2015, DHRA2015, 
DLF2015, LREC2016, DH2016, ARS Conference 
2016, DocENg2016, ICLDC5 に参加し，最新の
研究動向を調査した．このうち，TEI2014, 
ICLDC4, LREC2016, ICLDC5 では成果発表もし
ている．本研究の事業期間における新しい動
向としては，大型アーカイブ・レポジトリプ
ロジェクトは，当初の計画通りには運用され
なかったこと，その背景としてはデータ提供
者へのサービスが明らかに不足していたこ
と，ISO や TEI 等の国際規格を採用する動き
が少ないこと，組織的なデータ集積よりも
個々の研究者の活動支援や，得られた言語デ



 

ータをどのように当該言語コミュニティへ
還元してゆくのか，その手法や手順を計算機
に限定せずに模索する研究活動が盛り上が
ってきたこと，などを特記することができる． 
 
(3)時間情報を表現する書式については，
GIST(General Information of Sub-Time for 
Linguistics)を策定し，これを ICLDC4 で発
表，同時に(4)の実行可能性を検証するため
のツールを開発し，公開した．時間表現の書
式についてはこれを使うこととし，続いて必
要となる検討課題は，ドキュメンテーション
全体の工程における当該書式の位置づけの
検討となった． 
 
(5)言語データの変換サービスが重要である
ことは，先の科研費事業(科研費課題番号
23240125)で確認した項目であるが，初年度
(2014 年)に，その実験を支援するソフト，具
体的には SGML 系の各種のマークアップ言語
の書式に対応可能なパーサを Java で実装し
た．これによりオジリナルの文法で書かれた
マークアップデータも処理できるようにな
った．なお，このパーサで出力されたオリジ
ナルのデータ形式によるデータを元に，
XPath を独自に改良した書式を使うことで，
データを変換するツールも同時に開発して
いる．本研究の初年度に，このツール開発が
修了したことから，(6)のツール開発は一応
の達成を見たと評価し，続いて必要となる検
討課題として，言語ドキュメンテーション全
体の工程を観察し，それに必要なデータ変換
の機能を検討することにした．これは，(3)
で挙げたものと同じ研究活動が必要となる
こととなった． 
 
(7)上記に挙げられたように，本研究では最
終的には，言語ドキュメンテーションの工程
そのものの分析が重要であることを確認し，
その初期研究に取りかかった．その結果とし
て「記録が生まれる課程のモデル化」が必要
であることがわかった．この内容は LREC2016
で発表をしている．また，この研究をいっそ
う深めるために，科研費に応募し，H29(2017)
年度の基盤研究(C)として採択された． 
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